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県立フラワーセンター大船植物園 

 園長 山元 恭介さん    

 

 着任して、最初のゴールデンウィークを含めた 5 月の来園者は、６万人

弱と、前年の同じ月を 5％ほど上回った。「お天気の具合で来園者の数も

変わるので、来園者の数が最初にありきではありません」。それでも、植

物園的かつ公共性のあるフラワーセンターの特色を前面に出し、少しでも

多くの人に来園してもらう、それが我われ職員の役目でもある、という。 

 

今の見ごろはバラだが ｢よそにはもっと大きなバラ園がたくさんありま

すね。バラだけで競争するのではなく、大船に来て頂くためにはどうした

ら良いのか｣。これが課題で、職員みんなで知恵を出し合う。 
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例えば、同園は花ショウブでも有名、大船系と言う独自に品種改良され

た”錦繍の粧”や”丹頂”と言った見事な花ショウブがある。「シーズン盛り

のバラ園に来て頂きながら、

大船独自の花ショウブもあ

わせて見てもらい、楽しんで

頂きたい」。 

 

これまでも努力を重ねて

きたが、さらに工夫を加えて

来園者を呼ぼうと、着任時に

は職員全員に知恵の出しあいを訴えた。 

 

園長、副園長を含めた職員みんなで、インターネットやブログ、ツイッ

ターを通じて、園独自のイベントや花だより情報を発信している。また、

数年前からはじまった｢園長との花さんぽ｣も名物行事になっている。従来

より回数を増やして、毎月の第

一水曜、日曜日に実施している。

平日にもやってもらいたいと

いう要望にこたえた。 

 

あらかじめホーム頁などで

告知もするが、5 月 4 日の日曜

日は好天にも恵まれたが、120

人も参加者があった。 

園長に加えて、担当の職員も補助して説明を行うが、中には、園長もたじ

たじの、専門的な質問をする来園者も増えてきたりで、嬉しい悲鳴も聞こ

えるほどだ。 
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<右から 3人目、花で飾った帽子が園長=園長の花さんぽで> 

来園者の年齢

構成は、花を見

て回るゆとりの

ある高齢者に偏

りはするが、そ

れでも最近は 

｢赤ちゃんを連

れた若いお母さ

んが、熱心に花

の名前を記録し

たり、写真をとったりしていられるのも見かけます。お若い方が増えるの

は嬉しいかぎりです。｣という。 

 

 

“花育”で若い人たちも 

 

県が音頭をとって、育メンならぬ”花育”運動が始まっている。花に対す

る関心を、小さい頃から育てていこうと言うのが主眼だが、同園でも小学

生を対象に「サマーキッズプログラム」を実施している。 

 

夏休みの期間中、子供たちに同園に来てもらい、花や植物への興味を深

めてもらう。「食虫植物の講座は子ども達も興味津津で、とても人気があ

ります。」と言う。 

 

来園者が減少してきたことだけが理由ではないが、しばらく前から、同

園の縮小や体制の変更などが取り沙汰されてきた。玉縄や大船の地元では、
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一番のランドマークでもあるフラワーセンターが廃園になるのは無念なこ

とと、当時の県知事にも訴えるなどの運動もあり、現状が維持されてきた。 

 

とはいえ ｢県の財政対策の中で、フラワーセンターについては民間への

譲渡の可能性を検討することとなっている。｣という。それだけに、今でき

ることは同園の特色、魅力を前面に出して大勢の皆さんに来園を呼び掛け

ていくこと、と強調する。 

 

5000 種類もの植物群があることだけでも大きな魅力と言っていい。本

来の役割は「花の振興につながるよう、一人でも多くの県民に、花に親し

んでもらい、興味を持っていただく。」ことで、そのために「広い芝生で

休み、くつろいでもらうとともに、珍しい花をわかりやすい説明とともに

展示することや、貴重な花

の育て方などもお示しして、

花に対する興味や知識欲を

さらに高めていただきた

い。」と言う。 

 

山元さんは広島大学で

生物学を専門に勉強したが、

仕事としても生物を扱える分野に就くことを希望し、最終的に、神奈川県

の農業職員を志望することになる。 

以来、平塚の農業技術センターなどで花の研究や普及指導などの業務に

従事し、かながわ農業アカデミーでは農業を目指す若者たちを指導する役

割も担った。 

大船に来る直前は足柄地区で柑橘の研究や、この地域の農業従事者に直

接指導をしてきた。 東京都の出身、藤沢・六会の自宅から電車通勤する。 

 


